
 

18 日(水)、今年度最後のコミュニテ
ィースクール協議会を開催しました。体
育祭や入学式・卒業式等の行事に来校
し、学校の様子を見ていただきました。
また、4 回開催した協議会の中で、本校
の取組について、様々な情報を共有する
とともに、皆様から貴重なご意見をいた

だきました。1 年間、コミュニティース
クール委員の皆様には、お忙しい中、ご
協力いただきました。ありがとうござい
ました。 

 

 

  

 例年に比べると、雪解けが早いですが、 

「冬をたのしく」（釧路市生徒指導研究協

議会）に記載しているとおり、4 月１日

(水)からは、自転車に乗ることが可能で

す。ただし、4 月１日以降も降雪時には使

用禁止になりますので気をつけてくださ

い。 

             自転車に乗る前にタイヤ

の空気圧やブレーキの利き

具合などをしっかり確認し 

ましょう。また、自転車に乗る時は、交通

ルールを必ず守って、安全な走行に気をつ

けて乗りましょう。この機会に、ヘルメッ

トの着用や保険の加入、防犯登録などもご

検討くださいますようお願いいたします。 

※部活動で学校に来る際は、顧問の先生の

指示に従ってください。 

部活 下校時刻

1 水 〇

日 曜 行　　事　　予　　定

2 木 ×

3 金
14:00

以降

4 土 〇

5 日 〇

× 11:308 水
始業式１ｈ　学級組織決定２ｈ
入学式準備３ｈ 進路希望調査①

6 月
14:00

以降

7 火 1年学級編成掲示12:00 〇

〇 15:5010 金
対面式(１ｈ)　規範確認(２ｈ)　春の登校・交通安全
指導①  生活リズムチェック①事前入力

×
11:30
11:40

9 木 入学式　学級写真撮影(全学年)

× 15:5013 月
春の登校・交通安全指導②　学級組織決定(1年)　修
学旅行オリエンテーション(3年)　身体測定(全学年)

11 土 生活リズムチェック①～１７日 〇

12 日 テスト前部活動停止 ×

〇 15:5015 水
学力テスト(3年)　CRT(１，２年)
部活動見学①　校外清掃

× 15:5014 火
春の登校・交通安全指導③
心臓検診(1年生9:00～)　色覚検査(放課後)

〇 15:5017 金
全校集会①(認証式)　部活動見学②
ふるさと探究学習(3年開始)

〇
14:30
16:10

16 木 常任委員会①

〇
3年×

15:3020 月
二者面談①　生徒総会議案書審議　部活動停止(3年)
全国学力学習状況調査(3年英「読む-書く-聞く」,質問紙)

12:00以降

再登校 10:35

19 日 テスト前部活動停止(3年)
〇

3年×

18 土
※土曜活動日①
授業参観・学級懇談・宿泊研修説明会

〇
3年×

15:3022 水 二者面談③　部活動停止(3年)

〇
3年×

15:3021 火 二者面談②　部活動停止(3年)

〇 15:3024 金
二者面談⑤　部活動見学③
歯科検診②(8:５０～１１:００)

〇
15:30
16:10

23 木
二者面談④　全国学力学習状況調査(3年国・数)　常
任委員会②　歯科検診①(８:５０～１１:００)　宿泊
研修オリエンテーション(４ｈ：2年) PTA総会

25 土
第32回釧路十勝定期戦(バレーボール)
バスケットボール春季大会

〇

26 日
磯谷大樹バリトンリサイタルin釧路(吹奏楽部)
バスケットボール春季大会

〇

〇 15:3028 火
二者面談⑦
尿検査(1次)

〇 15:3027 月
二者面談⑥　前期生徒総会リハーサル
部活動見学④

15:50〇

29 水
昭和の日
バスケットボール春季大会　部活動停止(3年)

〇
3年×

30 木
英語「話すこと」調査(3年)
前期生徒総会 部活動発会式

 

 

 

 

 

 
令和８年３月２４日（火）発行 No．1２  

 

『 感謝を忘れず次のステージへ 』 
校長 髙 橋 帝 寿 

  
過日１３日に第４６回卒業証書授与式が行われ、３０名の卒業生が巣立っていきました。証書

授与では一人一人が私と視線を合わせ凜とした姿勢で臨み、桜が丘中へ感謝と敬意が感じられる

素晴らしい立ち振る舞いでありました。卒業生一人一人の前途に幸多からんことを心より祈念し

ております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の調査結果を受けて、学級担任を中心に聞き取りや解決策についての教育相談を実施して

います。気になるのは「相談者の有無」、「いじめへの認識」の項目に高い数値や、ちらばりが見

られたことです。学校は「SOS の出し方教育」や生徒会とも連携し、生徒間で「いじめ」を抑止

する言動ができるよう「共感的な人間関係」の育成を目指した「課題未然防止教育」を推進して

いきます。 

教育目標にも「他人のいたみをわかることのできる生徒」と掲げられています。自分を大切に

しながらも、他者への優しい「気遣い」「思いやり」を絶やさず、「和を以て貴しと為す」の心で

「嫌な思いゼロ」を目指していきましょう。 

 

 

 
 

修了式では、令和 7 年度の学びの成果が詰まった修了証書を１・２年生の代表生徒にお渡ししまし

た。生徒の皆さんは、それぞれ進級し、学年相応の立場と責任、そして個々の挑戦が始まります。

気持ちを切り替え、より良いスタートが切れるように春休みを活用して、令和８年度の計画を立て

ておいてください。保護者・地域の皆様、令和７年度も様々な面で、ご理解とご協力をいただき、

感謝申しあげます。今年度に得た成果と課題は、必ず次年度に活かして参ります。ありがとうござ

いました。 

＜ 教育目標 ＞ 

【知】自分から考え創造する生徒 

【情】他人のいたみをわかることができる生徒 

【意】勤労を尊び社会に奉仕する生徒  

【体】心身ともにたくましく鍛える生徒 

４４月月のの目目標標  
 

生活目標：・校則を理解して、規律を身に
つけよう。 

・桜中生徒としての誇りをもち、
礼儀正しい生活を送ろう。 

学習目標：・チャイムを守り、各教科の学
習の仕方を身につけよう  

・家庭学習の習慣を身につけよう。 
 
 

校長式辞抜粋 
・・・～皆さんは令和五年四月、新たな環境への期待と戸惑いを胸に本校の門をくぐりました。 

夢と希望を抱いて始まった中学校生活は、決して平坦な道ばかりではなかったことでしょう。 
しかし皆さんは、仲間と励まし合いながら一歩一歩着実に歩みを重ね今日という日を迎えました。 
三年間の学校生活の中で皆さんは多くのことを学び成長してきました。授業では自ら問いを立て、仲
間と意見を交わしながら学びを深めてきました。学校行事では困難に直面しても互いを尊重し、力を
合わせて乗り越えようとする姿がありました。 

部活動では思うように結果が出ないときも努力を怠らず、最後まで挑戦し続けました。そうした一
つ一つの経験が皆さんの中に「主体的に行動する力」として育まれています。また、友の痛みに気づ
き、そっと寄り添う優しさは皆さんの心の豊かさの表れです。 

思い通りにならない経験をしても再び前を向こうとする姿には「しなやかな自己」が着実に育って
いることを感じます。皆さんは、この桜が丘中学校での三年間を通して人として大切な力を確実に身
につけてきました。 

さて、皆さんがこれから歩み出す社会に目を向けると、価値観の多様化・気候変動による自然災害・
国際情勢の不安定化など、世界は大きく変化しています。私たちは今、予測困難な時代の中を生きて
いるのです。そこでは、正解のない問いに向き合いながら自分事として捉え、判断し、行動していく
という生きる力が求められます。進化論を唱えたチャールズ・ダーウィンは、次のような言葉を残し
ています。「最も強い者、最も賢い者が生き残るのではない。変化に適応できる者が生き残るのである。」 

ここでいう「変化に適応する」とは、ただ周囲に流されることではありません。前向きに変化を受
け入れ、様々な困難に直面しても折れることなく、しなやかに立ち上がることです。それはまさに皆
さんが、この三年間の学校生活の中で身につけてきた力そのものなのです。 

時代の変化に向き合いながら新しい未来を切り拓いていくのは、ほかならぬ皆さんです。どうか自
分を信じ、人とのつながりを大切にしてください。 

そして、しなやかで強い心を胸に、それぞれの新たなステージへと歩み出してください。・・・～ 

    
  
本校のホームページへはこちらから→  

  



 

 

 
 
 
 
■バタフライダブルスチームカップ 

（タマス杯）学年別・年代別選手権 
3/20(金)  湿原の風アリーナ 

 
 卓球部 2-１高澤 陽翔・山本 悠太 
 
 
 

1-１柿﨑 魁夢・佐藤 柊斗 
 
  今年度、最後の大会に卓球部が参加しまし
た。  
 
 この 1 年間、部活動やその他の各種大会や
コンクールでたくさんの生徒が活躍しまし
た。次年度も活躍してくれることを期待して
います。 
 
 

 
 

 
 
 

 13 日(金)は、令和 7 年度第 46 回卒業証書授与式でした。厳粛

な中にも温かい空気の中、背筋を伸ばして卒業生が入場しました。

担任の最後の呼名が響き、凛とした返事、そして校長先生から卒業

証書が手渡されました。 

在校生の送辞には、お世話になった先輩への感謝の気持ちと先輩

方が築いた歴史を守る決意が込められ、卒業生の送辞では、学校生

活を振り返り、支えてくれた多くの人への感謝の気持ち、これから

の固い決意が述べられました。 

最後は、全校生徒による式歌「友 ～旅立ちの時～ 」の歌声が体

育館いっぱいに響きました。 

担任との最後の学活の後、保護者の皆様や在校生の拍手に送られ

て、学び舎を巣立っていきました。 

卒業生 30 名の未来が実りあるものとなることを心より祈念し

ています。 

 

 

同窓会の一員になります。 

卒業式の前日、12 日(木)に、今年

度卒業生の同窓会入会式がありまし

た。 

同窓会長の髙岡義和様（昭和６２年

度卒業）から、ご挨拶をいただき、桜

が 丘 中 学 校 の 卒 業 生 は 今 年 度 で

6,376 名となることや、昭和 54 年

に釧路市立春採中学校から分かれて

開校した 46 年の歴史について、当時

の写真を交えながら、ていねいに説明

されました。 

最後に、今年度卒業生の幹事が桜が

丘中学校の同窓生としての決意を述

べました。令和 7 年度卒業生として、

活躍してくれることを期待していま

す。 

 

 

 

 
 

 

この春で、お世話になりました 2 名の教職員が異動することに

なりました。 
 

【 菊 地 浩 行 先生 】  

桜が丘中学校に赴任して早くも 7 年が経ち、この度の人事異動

で、阿寒中学校にいくことになりました。桜が丘中学校よりも小規

模な学校になりますが、皆さんに負けないように、さまざまな分野

で、また 1 から形づくり支援していきたいと思っています。 

陰ながらにはなりますが、皆さんのご活躍を祈っています。お世

話になり、ありがとうございました。 
 

【 鈴 木 陵 平 先生 】 

４月から、音別義務教育学校に異動となりました。初任としてこ

の学校でスタートし、皆さんと過ごした日々は私にとって大切な時

間でした。数学の授業、少しでも「楽しいな」と思ってもらえてい

たらうれしいです。素直で明るい皆さんと関わる中で、私自身も成

長することができました。これからの皆さんの活躍を応援していま

す。４年間、大変お世話になりました。 

 

 

 

 

 17 日(火)は、令和 8 年度の前期生徒会役員選挙でした。

立会演説会では、推薦者の演説後、立候補者が決意表明を述

べてくれました。教室で投票しました。今回の選挙は、全て

の役職が信任投票で、全員が信任されました。新年度、桜が

丘中学校のために頑張ってくれることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年度 前期生徒会役員 

会 長 松 井 伶 一 

副会長 髙 橋 颯 和 

書記長 斎 藤 優 菜 

書記次長 工 藤 新 由 

会 計 岩 瀨   碧 

小松 優斗・髙橋 壱惺 
柵山 大志・五十嵐 翼 
髙橋  倖 

 


